
  がある。二つのベクトルのなす角をqとした
とき，cos qの値はいくらか。

                      　図のように，二つのベクトル A  ，
B
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○大学卒程度技術（化学）専門試験問題例

問１



                           ア～エの化合物の混合物をエーテルに溶かし，図の操作方法に従って分離し
た。図中の（A）～（D）に分離される化合物の組合せとして妥当なのはどれか。

（A）　 （B）　 　（C）　 　（D）
１．  イ　 ウ エ  　ア
２．  イ　 エ ア  　ウ
３．  イ　 エ ウ  　ア
４．  エ　 イ ア  　ウ
５．  エ　 イ ウ  　ア

CH3

OCH3

㋐
COOH

㋑
CHO

㋒
OH

㋓

混合物のエーテル溶液

エーテル層水層（A）

NaHCO3水溶液を加えてよく振る

NaHSO3水溶液を加えてよく振る

NaOH水溶液を加えてよく振る

エーテル層水層（B）

エーテル層水層（C） （D）

問２



　図のように，原料としてベンゼン２ ５ mol％  ，トルエン７ ５ mol％  の混合液を
４０ mol s－ 1 の割合で蒸留塔に供給し，塔頂からベンゼン９ ０ mol％  の留出液を，塔底から
ベンゼン １０ mol％ の缶出液を得た。このとき，留出液の流量はいくらか。

１．４．５ mol s － 1　
２．７．５ mol s － 1　
３．１０ mol s － 1　
４．１２ mol s － 1　
５．１６ mol s － 1　

留出液

ベンゼン90mol%

ベンゼン10mol%

ベンゼン25mol%
トルエン75mol%

原料，40mol s－1

缶出液

蒸
留
塔

問３



問４



　次の文章は，土壌生物に関する記述である。文章中の空欄ａ～ｄに入るもの
を正しく組み合わせているのはどれか。

土壌生物は，極めて小さい微生物から大きなサイズの土壌動物まで様々なサイズの生
物から構成される。土壌動物や植物根を除いた土壌中の全生物体量を一般に 　ａ　 と
呼び，アーキア，細菌，真菌などがその大部分を占める。　ａ　 の中の炭素と窒素の
比（C/N比）は約７であり，土壌そのもののC/N比の １２ ～ １３ より小さい。すなわち，
　ａ　 の中には 　ｂ　 が濃縮されていることになる。
土壌の種類やその利用状況によって，土壌微生物の種類は影響を受ける。嫌気的な状

態にある土壌では，多くが好気性の微生物である 　ｃ　 は少なく，嫌気性のアーキア
や 　ｄ　 の割合が増える。

　　ａ ｂ　　　ｃ　　　ｄ
１．微生物バイオマス　　窒素　　真菌　　細菌
２．微生物バイオマス　　窒素　　細菌　　真菌
３．微生物バイオマス　　炭素　　真菌　　細菌
４．土壌生態系 窒素　　細菌　　真菌
５．土壌生態系 炭素　　真菌　　細菌

問５


